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はじめに

国立国語研究所では，平成13年度から， rことばピデオ」
シリーズ<豊かな言語生活をめざして>を制作しています。

これは，文化庁が昭和55年度から制作してきたピデオ・テー

プ・シリーズ「美しく豊かな言葉をめざしてJを引き継ぐ
ものです。このシリ ーズでは，国立国語研究所で行ってい

る日本語や言語生活に関する調査研究の成果を生かしなが

ら，音声や映像といった視聴覚素材の特徴を利用して，言

葉に関する問題の提示や解説を行い，言葉をめぐる様々な

事柄について考えたり話し合ったりするきっかけを提供し

ていきたいと考えています。

平成17年度は， r日本語の音声に耳を傾けると…Jという
題で，既刊の作品で取り上げてきた話し言葉の土台である

音声そのものを取り上げます。例えば，声の調子を変える

ことでどのような気持ちゃ意図を伝えているのか，方言の

違いにはどのようなものがあるのか，外国人の話す日本語

の音声にはどのような特徴があるのかなどについてわかり

やすく紹介しています。この解説書は， ピデオを一層効果

的に利用していただくため，制作意図を明らかにし利用

の際の留意点などについて述べたものです。

このピデオ・シリーズが，国語科や「総合的な学習の時

間」などの教材として，あるいは大学等のコミュニケーショ

ン関係の授業や各種生涯学習の場などにおいて広く利用さ

れることを期待いたします。

平成18年3月

独立行政法人国立国語研究所長

杉戸清樹
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くこのビデオの目的>

私たちの言語生活は 「話すJr聞くJr書くJr読む」という
四つの領域から成り立っています。このうちの「話すJr聞く」
は話し言葉による活動であり <音声>を用いることにより行

われています。<音声>を発信する活動が「話すJであり，そ
れを受信する活動が 「聞く 」です。

話し言葉による言語活動は，このように音声を土台として行

われています。しかし私たちがコミュニケーションをする際

相手に伝えようとしているのは音声そのものではなく，音声に

よって表現される意味の方です。そのため，音声自体を意識す

るということは普段あまりありません。また音声は，文字や絵

と違い，それを発した瞬間から消えでな くなってしまうため，

自分がどんな発音をしたかを意識することもあまりありませ

ん。

しかし音声は，私たちの話し言葉による言語活動を支える土

台としての働きをしています。文字では表しきれないさまざま

な情報も伝えています。

このピデオでは，ふだん意識することのあまりない音声その

ものを取り上げます。私たちが言語生活でどのよう音声を使っ

ているか，それらはコミュニケーション上どのような働きを

担っているか，音声であれば伝えられるけれども書き言葉では

伝えにくい情報にはどのようなものがあるか，方言の音声や外

国人の話す日本語の音声にはどのような特徴がありその背景に

はどのような事情があるのかなどについて，日常のドラマの形

で提示しました。この作品を御覧いただくことをとおし日本

語の音声について理解を深め，音声を用いてのコミュニケー

ションの豊かさと働きについて考えるきっかけを提供すること

を目的としています。



<内容>
作品は3話から構成されています。

第l話の「気持ちゃ意図を伝える音声」では，同じ表現であっ

ても，声の調子を変えることによって，さまざまな気持ちゃ意

図を伝えることができるということを見ていきます。また携帯

メールなど書き言葉の場合に，絵文字などを使って気持ちゃ意

図を伝える工夫をしている様子が出てきます。

第2話の「方言の中の音声jでは，スポーツの全国大会の会

場で，共通語とは異なる各地の音声(イントネーション)に接

する場面が出てきます。続けて 東北地方に家族旅行をした姉

弟が，地元の人が方言音声と共通語音声を，場面や相手により

使い分けていることを知ります。

第3話の「外国人の話す日本語の音声」では，外国人が話す

日本語を路上やレストランで耳にした大学生が， 日本人の音声

と異なる点や，外国人に共通する日本語の音声の特徴に気づき

ます。

<ユニットごとのねらい>

第1話 気持ちゃ意図を伝える音声 (10分)

話し言葉では，同じ表現であっても，声の調子を変えること

によって， さまざまな気持ちゃ意図を伝えることができるとい

うことを.中学生の麻美と加奈のエピソードをもとに紹介しま

す。このエピソードでは， I本当」と「何やってんの」という

セリフが，きまざまな声の調子で出てきます。例えば友達から

「先生が結婚するんだってjと聞いて， I本当」と答えたとしま

しょう。声の高さの変化や声の出し方，リズムの取り方など，

声の調子を変えることによって，その情報に驚いたのか，がっ

かりしたのか，感心したのか，あまり関心がないのか，疑って

いるのかなど，自分のさまざまな気持ちゃ意図を相手に伝える

ことができます。
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このような気持ちゃ意図などの情報は，文字にしてしまうと

抜け落ちてしまいます。例えば「本当」も，このように文字だ

けでは，上に挙げたような気持ちゃ意図の違いは伝わりません。

そのため，手紙やメールなどの書き言葉では，思ったように自

分の気持ちを相手に伝えられなかったり，時には誤解を与えて

しまうこともあります。そこで後半では，書き言葉で気持ちゃ

意図を伝えることの難しき，またそれを伝えるための工夫を，

大学生同士が携帯メールでやりとりするエピソードを通して見

ていきます。

話し言葉と書き言葉では自分の気持ちゃ意図を伝える方法や

その難しさに差はあります。しかしいずれの場合でも，自分が

どのような気持ちゃ意図でその言葉を使っているのかを相手に

伝えることは，コミュニケーションをする上で大切なことです。

第2話方言の中の音声 (14分)

[前半]中学生の純一とその姉で大学生の弘子は，卓球の全

国大会の会場で，各地から応援に来ている人たちのいろいろな

方言の発音を耳にします。①単語に決まったアクセントのない

「無アクセント」地域でしばしば聞かれる平板なイントネーショ

ン，②北陸地方でよく使われる文末・句末のゆするようなイン

トネーシヨン (ゆすり音調).③質問文における下降調のイン

トネーションに接し，自分たちの言葉と発音が違うことに興味

を持ちます。

言葉の地域差というとき，共通語と異なる単語に注目される

ことが多いのですが，音声・アクセント・イントネーションの

面でもさまざまな違いが見られます。普段の生活ではあまり意

識しないで使っている音声にもきまざまな特徴があか地域に

よって多様性があることに気づくことをねらいとしています。

[後半]音声(イントネーション)に方言による違いがある

ことを知った純一は，姉から方言のピデオを見せてもらい，山

形県三川町ではカ行音をガ行音で発音していることを知りま
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す。休みの日，純一は，三川町の隣町の鶴岡市に家族で旅行に

行きます。

ピデオを見て.I雪」をユギと発音すると予想していた純ーは，

地元の庖員さんがユキと共通語で発音をしていることにとまど

いを覚えます。ホテルのフロントで純一は，従業員の人同士が

ユギと発音しながら会話をしているのを耳にし，相手や場面に

より共通語の発音と方言の発音を使い分けていることを知りま

す。

作品の中では，国立国語研究所が鶴岡市で調査した音声の使

い分けに関する調査結果も示しています。

第2話の後半では，方言音声を使う地域ではいつも方言音声

だけを使っているのではなく 相手や場面により共通語音声と

使い分けていることに気づくことをねらいとしています。

第3話 外国人の話す日本語の音声 (8分)
近年， 日本に住む外国人は増え，外国人登録者の日本の総

人口に占める割合は平成16年末で1.55%となっています。仕事

や勉強で来ている人や日本に定住する人，年齢も子供から大人

までさまざまです。

このピデオでも，大学生の千春と香織はさまざまな外国人に

出会います。そ して，さまざまな特徴のある日本語を耳にし，

普段接している日本語の音声と違いがあること，そのさまざま

な違いの中にも共通した特徴のあることに気づきます。日本語

教師を目指す弘子の説明を聞き，外国人の話す日本語の特徴に

はその人の話している言語による背景があることを理解してい

きます。

しかし実はそのような音声の多様性は，方言による違いな

ど日本の中にも存在します。さまざまな音声が存在する背景を

踏まえずに音声の表面的な特徴だけをとらえて，その人の個人

的な能力や人間性を判断してしまうことの問題に三人は気づい

ていきます。外国人の話す日本語の音声の多様性を考えること
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を通して，これからの社会で多様な人々と一緒に暮らしていく

ためにはどうしたらいいのかを考える契機とすることをねらい

としています。
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<シナリオ>

* Iナレ」は「ナレーションj

日本語の音声に耳を傾けると…

導入

話をしている人物の顔を映したさまざまな映像。

ナレ [話し言葉は口から出る音 つまり「音声Jで伝える言
葉です。私たちは音声によってさまざまな情報を伝えてい

ます。]

第1話「気持ちゃ意図を伝える音声」からの映像

ナレ [例えば，声の調子を使い分けることで，さまざまな気

持ちゃ意図を相手に伝えています。]

第2話「方言の中の音声」からの映像

ナレ [また，私たちが生活する地域による違いもあります。

さらに，話をする場面や相手などにより，方言と共通語の

音声を使い分けることもしています。]

第3話「外国人の話す日本語の音声」からの映像

ナレ [外国人が使う日本語の音声も，日本人の音声と違うと

ころがあります。普段は当たり前過ぎてあまり意識するこ

とのない音声ですが，私たちのコミュニケーションを，音

声を中心に考えてみましょう。]

第1話 :気持ちゃ意図を伝える音声

1-1 r本当j
高校生の麻美と弟の小学生の和也が家の前で縄跳びをしている。

ナレ [これは，ある街角で見かけた風景です。「本当」という

言葉が何回か出てきます。ち ょっと会話に耳を傾けてみま

しょう。]
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麻美の同級生の加奈が自転車で通りかかる。

加奈 「麻美!J 
麻美 i(気づき，笑顔で)あっ，加奈。おはよう!J 

加奈 「おはよう!J 

和也 「おはよう!J 

加奈 「ねえ，ねえ，知ってる?J 

麻美 「なあに?J 
加奈 「鈴木先生，結婚するんだってj

麻美 「えっ! 本当?J 

加奈 「うん。本当」

麻美 「えっ，でも，そんな素振り，全然なかったじゃない。

本当?J 

加奈「本当(ホ，ン， ト，オ)。なんか優子がね，偶然二人

が歩いてるとこ見ちゃって，それで直接先生から聞いたん

だって」

麻美 「じゃあ，優子は相手の人に会ったんだ。どんな人だっ

て?J 

加奈 「守ーん，詳しいことは分からないけど，でも，すっご

く素敵な人だって言ってたよ」

麻美 「へえ，本当。先生もやるなあ」

ナレ [i本当」という表現がさまざまな口調で話されていまし

たね。もう一度「本当」の部分だけ聞いてみましょう。]

加奈と麻美の「本当」が般に出てくる。

麻美 「本当?J [驚き]

加奈 「本当」 [中立]

麻美 「本当?J [疑It，] 

加奈 「本当(ホ，ン， ト，オ)J [強調]

麻美 「本当」 [~{、】

ナレ [向じ「本当」という表現でも，いろいろな気持ちゃ意

図が伝わってきますね。]
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1-2 i1可やってんのj
ナレ [きて，会話の続きを聞いてみましょう。今度は「何ゃっ

てんの」という表現が何回か出てきます。]

麻美の持っている縄跳びを見て加奈が話しかける。

加奈 「ねえ，そういえばさっきからずっと気になってたんだ

けど，そんなもの持って，何やってんの?J 

麻美 「あ，これ? 和也がね.rお姉ちゃん， もう二重跳びな
んかできないだろ』なんて生意気なこと言うから，ちょっ

とやってみせてたの」

加奈 「もう，弟にのせられて，何やってんの」

麻美 I(苦笑して)ほんとにねJ
和也が加奈の自転車の前かごの紙袋の中をのぞき込む。

麻美 I(和也の行動に気づき)ちょっと，和也! 何やってん

の 1 ひとのものを勝手にのぞいちゃだめじゃない」

和也 「だって，すごくいいにおいがしたから，何だろうって

気になっちゃったんだ」

麻美 「もう，何やってんの。全くあんたは食いしん坊なんだ

から」

加奈川笑顔で)いいの，いいの。気にしないで」

今の会話場面が巻き戻される。

ナレ [同じ表現であっても，口調によってずいぶん印象が違っ

てきますね。「何やってんのjの部分をもう一度聞いてみ

ましょう。]

加奈 「そんなもの持って，何やってんの?J [質問]
ナレ [これは. I縄跳び、を持って何をしているの?Jと相手に

質問しているものですね。それでは，次はどうでしょう。]

加奈 「弟にのせられて，何やってんのJ[からかい}
ナレ [これは，相手に質問しているわけではなさそうです。

むしろ，相手をからかっているように聞こえますね。次は

どうでしょう。]
しっせき

麻美 「ちょっと，和也!何やってんの!J [叱責}
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ナレ [ひとのものを勝手にのぞいた弟をしかっているようで

す。最後はどうでしょう。]

麻美 「もう，何やってんのJ
ナレ [食いしん坊な弟にあきれている感じがしますね。]

画面の中央に「何やってんのJ。その周りに話し手の気持ちが順々に表
示される。

ナレ [このように「何やってんの」は，文字だけ見ると「質問」

の表現ですが，話し方によっては，相手をからかったり，

しかったり，あきれたり，といった，話し手のさまざまな

気持ちゃ意図が伝わることがあります。]

画面の中央に「本当j。その周りに話し手の気持ちが順々に表示される。

ナレ [最初の「本当」も.1本当?J (強い疑いの口調で)だと疑っ

ている感じになりますし. i本当J(感心の口調で)だと感

心しているように聞こえますね。]

画面で「何やってんの」と「本当」が点滅。

ナレ [このように. i何やってんのJや「本当Jといった文字
だけでは， どのような気持や意図でこの表現を相手に伝え

ようとしているのか分かりませんが・ー]

画面で「何やってんの」と「本当」の周りに話し手の気持ちが順々に表

示される。

ナレ [話し言葉の場合，声の高さの変化や声の出し方， リズ

ムの取り方など，声の調子を変えることによって. i感心」

「からかいJi疑いJなど，さまざまな気持ちゃ意図を伝え

ることができます。]

1-3携帯メールでの工夫

大学生の千春と香織がレポートの整理をしている。携帯電話の着信音が

H島る。

香織 「千春。また，携帯。これじゃ，勉強に集中できないよ!J 
千春 「今度はメール! (メールを見る)あ，恵里からだ」
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恵皇のメールの文面

元気?吹廼‘今週末だね.
すっごく楽しみ歌チケット、
千春と香織の分もちゃんと
買ったよお待ち合わせは、
映函館の入り口{こ1時半で
どうかな?恵里

千春 f<香織にメールを見せながら)ねえ，映画の約束，今週
末って書いてあるけど，違うよねj

香織 「うん。 9月の最後の週って言ってたから，今週じゃな

くて来週だと思うけど，恵里の勘違いじゃない?J 
千春 「そうだよね。あっ，わたし今週末予定入れちゃったよ。

どうしよう…。(慌てて)あっ，早く，返事書かなきゃ」

文面を声に出しながらメールを打つ千春。

千春のメールの文面1

映imiの約束、9月の最後の
過って言ってなかった?今
週末はもう予定いれちゃっ
たよ.千春

香織 f<文面を見て)千春，これじゃそっけなさ過ぎて，ちょっ
と恵里を責めてるようにも読めちゃうんじゃない?J 

千春 f<文面を見直して)そうー¥だね。つい慌てちゃった。
ええと…」

文面を書き足す千審。

千春のメールの文面2

あれ""'.ミ吹磁の約束、 9月
の費量後のi湿って言ってなかっ
た怒?今週末はもう予定い
れちゃったよう対千春

千春 「こんな感じかな」

文聞を読む香織。

香織 「うん，いいんじゃない」
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千春 「送信，と」

メールを送信する千春。

千春 「ああ，香織に言ってもらってよかった。あのまま送っ

てたら，恵里にちょっといやな思いさせちゃったかもしれ

ないね」

香織 「う ーん，直接話しちゃえば気持ちも簡単に伝わるけど，

文章だと，何でもないことなのに深刻そうな感じになっ

ちゃったり，何だか冷たく突き放した感じになっちゃうこ

とって，あるよね」

千春 「うんうん，あるある。でも何でなんだろうね・」

携帯電話の着信音。携帯電話を開く千春。

千春 「早い，恵里からだ!J 

香織 「え，本当?J 
メールを読む。

千春 i(笑顔で)了解，だって!J 

香織 「恵里，やっぱり勘違いしてたんだ」

千春 「早速，返信， と」

メールを返信する千春。会話するこ人。

ナレ [自分がどのような気持ちゃ意図でその言葉を使ってい

るのかを相手に伝えることは とても大切なことです。話

し言葉の場合，声の調子などから，気持ちゃ意図は容易に

相手に伝わりますが，文字だけでは少し伝わりづらいこと

があります。千春さんの書き直したメールを見てみましょう。]

千春のメールの文面 1

映薗の約束.9，F!の最後の
週って言ってなかった?今
~末はもう予定いれちゃっ
たよ.千春

ナレ [これは千春さんが書いた最初のメールの文面です。]
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